
顕微鏡を用いた生命科学・医学分野での研究は急速に進展しつつあり、一流誌に掲載される多くの
学術論文において顕微鏡画像を用いた解析が利用されています。顕微鏡を用いた形態解析はそれに特
化した機器が必要であり、また十分に性能を引き出すには基盤となる知識と経験が必要です。更に近
年では新しい物理・化学的な手法を利用した全く新しい顕微鏡技術が次々と開発されており、そのよ
うな最先端のイメージング技術を国際競争力を持って開発し、自分の研究に取り入れて行くには個々
の研究者の努力に加えて多くの研究者による連携や公的機関による支援、大学や研究機関による施設
や設備の提供が必要です。

国内の若手研究者が国内で独立し、あるいは海外の大学・研究機関から国内に異動した際には、自
分自身の研究室を立ち上げると同時に、先端イメージング技術を活用した研究を継続的に行うための
枠組みがどうしても必要になりますが、現在の日本の国内ではこのような必要性に対して効果のある
対策はなされていないのが現状です。このような状況を打破して、若手研究者が最先端の技術を活用
した研究を発展させるには、世代を超えた研究者の交流を促進し、その中から生まれてくる新しい発
想や研究連携の在り方を具体化していくべきだと考えます。このような趣旨から、光学顕微鏡、電子
顕微鏡の枠にとらわれずに、これらの顕微鏡技術を活用して、ユニークな生命科学・医学研究を推進
しておられる若手研究者のお話を聞き、活発な議論を行う場を設けることといたしました。多くの研
究者のご参加を期待しております。

東京大学大学院医学系研究科神経細胞生物学分野 岡部繁男

順天堂大学大学院医学研究科神経疾患病態構造学講座特任教授 内山安男

開催方法：現地会場である順天堂大学とWEB配信（Zoom）のハイブリッド開催

現地会場：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス 7号館 13階有山登メモリアルホール

開催日時：2022年5月7日(土) 9：30～16：15

参加費：無料

▼参加申込フォームはこちら
https://go.healthcare.nikon.com/l/924973/2022-04-14/ffzph

問合せ先：形態解析ワークショップ事務局

株式会社ニコンソリューションズ バイオサイエンス営業本部 担当：高橋 恵太

５月７日 (土)

9:30
START

第４回 形態解析ワークショップ

～多様な顕微鏡を用いて～

参加申込フォームQRコード

https://go.healthcare.nikon.com/l/924973/2022-04-14/ffzph


タイムスケジュール
第4回 形態解析ワークショップ

9:30～9:40
開会の辞
岡部 繁男先生 (東京大学大学院 医学系研究科)

セッション１

9:40～10:20 
講演１
五十嵐 龍治先生 (量子科学技術研究開発機構）

10:25～11:05
講演２
吉村 英哲 先生（東京大学 大学院理学研究科 理学部）

11:10～11:50
講演３
村本 哲哉先生 （東邦大学理学部 生物学科）

11:55～12:45
休憩
協賛企業紹介 10分×4社

セッション２

12:45～13:25
講演４
河合 宏紀様 （エルピクセル株式会社研究開発本部）

13:30～14:10
講演５
今野 幸太郎先生（北海道大学医学研究院 解剖発生学教室）

14:15～14:55
講演６
吉松 剛志先生（University of sussex,UK）

15:00～15:20
休憩
協賛企業紹介 10分×2社

セッション３

15:20～16:00
講演７
三上 秀治先生 (北海道大学電子科学研究所光情報生命科学研究分野）

16:05～16:15
閉会の辞
内山 安男先生 (順天堂大学大学院医学研究科)



会場アクセス
順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス 7号館 13階有山登メモリアルホール

皆様のご来場お待ちしております


